
大間原子力発電所の無期限凍結を求める

要 請 書



平成２３年３月１１日の東日本大震災により，東京電力福島第一

原子力発電所において世界を震撼させる未曾有の大事故が発生し，

これまでの原子力発電所の安全神話は完全に崩壊し，多くの国民に

不安を与えるとともに，これまでの原発政策に大きな不信を抱かせ

たところです。

いまなお，福島県では，福島第一原子力発電所の事故処理が終息

しておらず，１６万人の方々が避難を余儀なくされております。

私たちは，福島第一原子力発電所の事故を踏まえ，国や事業者に

対して，我が国のエネルギー政策における大間原子力発電所の位置

付け，必要性の説明や，福島第一原子力発電所の事故の究明がなさ

れていない中での大間原子力発電所の建設を再開しないよう求めて

きましたが，前政権の下で昨年１０月１日，建設が再開されました。

大間原子力発電所から５０ｋｍ圏内の人口は，青森県側約９万人

に対し，北海道側は約３７万人であり，仮に，福島第一原子力発電

所と同様の事故が起これば，遮蔽物もなく，最短で２３キロメート

ルに位置する道南地域が危険にさらされ，北海道側への影響が圧倒

的に大きいことは明白であり，観光産業をはじめ，津軽海峡を操業

の場としている漁業や食糧基地の一翼を担っている農業を基幹産業

としている道南地域にとっては，地域経済にも壊滅的な打撃を与え

るものです。

国は，原子力災害対策指針に基づく重点区域を目安として，原子

力災害に係る地域防災計画を策定すべき地域を定めるとしています。

平成２７年度に北海道新幹線の開業を控え，将来に期待を持って，

まさしく，これから地域の発展のために様々な取り組みを進めて行



こうとしている矢先に，重点区域に位置する函館市や道南地域への

説明もなく，また，私たちの意向を一切斟酌することもなく，建設

が再開されたことは，極めて遺憾であります。

これまで，現在ある発電所で電力需要を十分賄ってきており，ま

た，自由民主党・公明党による政権合意において 「可能な限り原発，

依存度を減らす」としていることを踏まえると，あえて大間原子力

発電所の建設を続行する必要がないものと考えます。

原子力規制委員会による新たな安全基準の策定や敷地内における

活断層などの地質調査が進められており，既存の原子力発電所の大

部分が運転を停止している中で，新設である大間原子力発電所の建

設が進められていることは，全く理解しがたいものです。

よって，私たちは，道南地域における住民の生命の安全，安心と

財産の保全，さらには地域の振興発展のため，大間原子力発電所の

建設の無期限凍結を断固求めるものです。
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